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自由が丘駅前ロータリー（雨天中止）

１５・１０開会。自由が丘振興組合平井理事長のご挨拶

１５ ３０玉川小羊幼稚園によるクリスマスキフロル

　　　　　おまわりさんからの呼びかけ

１６・１０白白か丘ゴスペルクワイアの合唱

１７：０５目黒区長さんのご挨拶・点灯式

１７：３０自由が丘ゴスベルクワイアの合唱終了

　　　武蔵工業大学チームが最優秀賞獲得

10月24日録が丘文化会館で､大学生公開ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ､審査会､ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑが開

ｉ

催され､九品仏小学校3年生味岡海斗くんの｢にじﾄﾞｰﾑ自由が丘｣を図面と模型で作った

武蔵工業大学ﾁｰﾑが見事最優秀賞に選ばれた，

ﾀﾞﾝﾎﾟｰﾙの箱の中に､ドームに包まれた駅前広場を再現し、

こすらこ

7爾一

場が見られる仕掛けで審査員にアピールした，　　　　　　　　　　　
％　　　１、ゝ　　１

表彰式に続き､『みらいの自由が丘』駅とまちのシンポジウム｢　」-'

が開催された，副盛夫早楠田大学芸術学校教授をコーディ　ト　　_._ごl
j21･1'i

　　　　　　　　　　ネーターに､地元在住で国土交通有勤務

ｌ 4
，4

　ﾚIJこ

の松谷春敏氏､ハ雲在住の歌手ハ代亜紀

氏､東京急行電鉄株式会社専務取締役中

原徹郎氏､平井泰男振組理事長と多彩な

パネラーを迎えて､パーク＆ライドの取

組や自由か丘らしさ等の意見や､今のま

まで変わらないで欲しいといった希望などか出された。

　その後会場を新しくオーブンした「トレインチ」に移して

祝賀会が行われた。日黒･世田谷両区長はじめ多数の来賓を

迎えて､生まれ変わりつつある自由が丘駅の肋途を祝して鏡

割りが行われた，　　　　　　　　　　　　
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自由か丘商店街振興組合

』ゝ･Ｊ-Ｊ�（３７１７｝Ｕ４１

　　　　発行責任者･平井泰男

つ
　ＬＯ月８Ｂ､９日の今年の第34回女神まつりU雲一点無い快晴

に恵まれ､空前の大盛況に終始した,８日のｽﾍﾟｼｬﾙﾗｲﾌﾞには、

あの東儀秀樹氏がご登場|ﾊ幡中学のご出身だそうで｢バイクでこ

の広場によくやってきました｣と思い出を語り､最後にはﾊ喘小学

校在学生をステージに上げて､笙･しち

　　　　　　　　りきを手ほどきされたのだ,やんごとな●;yiy’●『

き方との認財ら一紅~身近な親しみを感じた,ｽﾀｯﾌ着用のｻｨﾍﾞ

入り赤いTシャツには束礒氏ﾃﾞｻﾞｲﾝの女神の顔が白抜きに偏在イン ・　１恚り『
フォに展示礼各商店街のイベントも大賑わいで､特にサンフェスタ｀

旭会のﾌﾗﾒﾝｺﾗｲﾌﾞは斟上がっていた,今回岫か丘のキャラク’

ターrﾎｨﾊﾞるんJをィメージしたスィーツを初ﾛ発売した7協賛店

では､行列が出る程の盛況絹だった.9日のフィナーレは､スイ一ツ

フォレスhでロケが行われた｢チェリーバイ.のトクショ一,監督、

音楽監督､ミユージシャンも蝕が丘のお駅染みが多く､ステージで映

圃解説と共に蝕が丘の思贈を語られとﾌｨﾅｰﾚの､井上あずみ

さん{トトロで有和のゆるぎない歌唱力にも感動!

　残念だったのは､９日のエコ企画’Iもったい

ない1こご出席予定だった小池百合子前l境大臣

が緊急公務のためｷｬﾝｾﾙとなった事,国の一

大事だから仕方か無い｡しかし８田こ配ったエコ

風呂敷のﾃﾞｻﾞｲﾝをされた･ｽｰﾊﾞｰﾊﾞﾃｨｼ工

辻口博啓氏と栗山よしじ区議会議員が小池氏に代

わって無事代役を果たされた,原武実行委員長初

め女神まつり関係者の方々お疲れ様でした，

？ご堡゛琲游゛¨
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１０　２０日

　用心棒代、みかじめ料、ショバ代、おしぼり、花、盾物、

年末年始の注連飾り、もち代、興業の入場券、パーティ

券の購入などの要求行為を受けていませんか？

　毅然とした態度で断り、早急に碑文谷署へご連絡を！

？いうちに対処すればトラブルを抱えなくて済みまＴ，

　昨年末現在、都内のｉ力団は、ＨＯ団体１６，７５０人

います，先般の女神まつりでも地域の方に言いかかりをつけ

た暴力団を逮捕しております。皆様には更に暴カ団肆除話動

に御陪力方よろしくお願いします。

　　暴力団対策係０３－３７９４－ＯＩ１０㈲３Ｈ２／３９□

　　　　　１０月定例理事会報告

　今月から、定例理事会報告は、組合員の皆さんに事務局よ卵|」

刷りの上、全野配布と決定されました。

　本題の行政指導は【飲食店営業のしおり】に沿って生活安全課の小栗氏からお話があった，

●無許可風俗営業をしないで下さへ喫茶店やスナックで客にダンスをさせたり、酒を酌する行為、背の

高い衝立を立てたりすると無許可風俗営業で処罰されます。隻直屋jU匯･遥遥２年以下の懲役もしく

は２Ｎ万円以下の罰金。風俗営業とはナイトクラブ・ダンスホール・キャバレーなどで許可が必要。

●深夜酒類提供飲食店も営業場所に制限があり、第１種・第２種低層住居専用地域/第１種・第２種

高層住居専用地域/準住居地域では、深夜の酒類提供飲食店は営めません。

飲食店営業のしおりを良く読んでください，３７９４－０１Ｍ（内）Ｈ５２保安係

　　　　　　　尚､第2部食品衛生責任者講習会については紙面の都合上次号で、

午後L時から野村証券ﾎｰﾙにて　自由が丘料秋豚（前田部長）主僧　金井氏司会

第１部「飲食店・深夜酒類提供店」行政指導（碑文谷警察安全課｝

　行政指導の帽こ、「未成年飲酒・飲酒運転禁止」のボスターとステッカーが配られ、

碑文谷警察署・交通課長柏原氏から

「皆さんはお酒を出す仕事をしておられますが､これから運転しそうな人呻を運転して

て来た入など）にお酒をすすめると､幇助行為､共犯者として､勧めた人も罰せられます，

絶対に飲酒運転に協力しないように、ポスターをお店に貼る牒にお願いします」
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歩
行
者
５
０
０
人
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
基
づ
き
、

歩
行
者
天
国
と
自
由
が
丘
の
活
性
の
可
能
性
に

つ
い
て
ａ
帥
東
京
工
業
大
学
・
藤
井
聡
教
授

　
自
由
か
丘
は
人
気
が
高
い

ま
ち
で
、
特
に
女
性
に
人
気

　
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
（
独
）
で

１

害
心
。
私
ぽ
詐
ｌ
ｙ
大
乱
に
自
宗
規
制

専
門
に
し
て
お
り
、
特
に
都
バ

市
交
通
の
ば
あ
い
は
、
「
歩

き
」
「
自
動
車
」
「
自
転
車
」
「
電

極
」
「
バ
ス
」
に
若
目
す
る
。

　
昨
年
度
、
白
山
が
丘
商
店

街
の
歩
行
者
天
国
で
５
０
０

人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

商
店
街
に
お
け
る
車
両
規
制

は
、
日
水
中
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
京
都
市
中
心
部
で
の
事
例

を
見
る
と
自
動
車
か
１
０
０

台
増
加
す
る
と
、
立
ち
寄
り

自
動
車
数
は
い
台
増
え
る

が
、
歩
行
音
数
は
2
6
・
４
人

の
減
少
と
な
ワ
で
い
る
。

や
モ
ー
ル
化
を
行
い
、
買
い

物
客
や
売
り
上
げ
の
増
加
に

つ
な
か
っ
た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル

グ
（
路
で
は
、
自
動
車
規
制

や
周
辺
Ｐ
整
備
を
行
い
、
買

い
物
や
観
光
客
の
増
加
に
つ

な
が
っ
た
。
公
共
交
通
の
利

便
性
か
高
け
れ
ば
、
車
両
規

剖
を
行
っ
た
方
が
プ
ラ
ス
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

仮
・
設
か
成
り
立
つ
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の

か
『
ど
う
い
う
理
屈
で
プ
ラ

ス
の
影
響
が
出
る
の
か
を
検

証
す
る
。

圈
門
粛
門
因

自
由
が
丘
の
魅
力
と
目
指
す
べ
き
街
づ
く
り
」

型
の
当
く
呂
ｉ
雲
昔
担
当
竹
沢
え
り
子
氏

　
私
は
、
自
由
が
丘
が
大
好

き
で
、
学
生
の
頃
か
ら
憧
れ

を
抱
い
て
い
へ
雑
誌
で
取

　　　　　　　　　　　　　　－一一゜号は来的苧であ。、で丘ちきを材

す
る
賤
会
が
あ
り
、
そ
れ

き
っ
か
け
に
ま
す
ま
す
好

に
な
っ
た
。
数
多
く
の
ま

を
取
材
し
た
が
ご
目
由
が

は
そ
の
中
で
も
有
数
の
街

あ
る
。

街
は
人
が
つ
く
る
も
の
で

り
、
形
成
の
条
件
は
様
々

あ
る
。
自
然
発
生
的
に
出

た
も
の
も
あ
る
が
、
人
工

に
つ
く
ら
れ
、
変
化
し
て

た
も
の
も
多
い
。
其
処
に

人
の
１
志
」
が
必
ず
あ

。
京
都
の
平
安
京
、
ヨ
ー

ツ
バ
の
ロ
ー
マ
帝
国
、
歴

史
を
思
い
返
し

ｔ

て
も
、
何
ら
か
の
意
志
が
働

い
て
い
る
と
思
う
。
東
京
の

ま
ち
を
見
て
も
、
銀
座
、
浅

草
、
吉
祥
寺
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
ち
に
名
前
の
由
来
が
あ

り
形
成
過
程
で
は
人
の
意
志

が
必
ず
あ
る
。

　
自
由
が
丘
も
当
時
は
通
称

だ
ワ
だ
も
の
が
、
月
日
を
経

て
正
式
な
名
称
と
な
っ
た
。

当
時
の
「
自
由
一
と
言
う
言
葉

の
持
つ
意
味
を
考
え
る
と
、

非
常
に
夢
の
あ
る
話
で
あ
る
。

今
の
時
代
に
つ
け
る
と
、
ま

た
意
味
合
い
が
異
な
っ
て
く

る
と
思
う
。
そ
の
土
地
へ
の

思
い
、
人
の
意
志
が
非
常
に

　
今
回
、
歩
行
者
の
心
理
に

着
目
し
た
か
、
交
通
計
画
で

は
心
理
学
か
重
．
勁
と
な
る
場

合
が
多
い
。
車
は
歩
行
者
に

ど
の
よ
う
な
心
理
的
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ

を
検
証
す
る
た
め
、
自
由
が

丘
商
店
街
に
協
力
頂
き
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ

た
。
　
昨
年
ａ
月
に
行
な
っ
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を

資
料
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
●
対
象
者
は
大
半
か
リ

ピ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
女
性
が

多
い
。

　
●
霜
車
で
の
来
訪
者
か
多

く
、
自
動
車
で
の
来
防
音
は

少
な
い
。
徒
歩
が
意
外
に
多

い
。
●
出
費
額
は
、
約
７
割

の
方
か
ら
回
答
を
頂
い
た
。

自
動
車
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少

な
い
の
で
、
信
憑
性
は
低

い
。
●
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は

５
段
階
の
尺
度
で
示
し
た
。

大
切
で
あ
る
。
明
治
以
降
、

西
洋
帰
り
の
画
家
な
ど
の
芸

術
家
が
『
カ
フ
エ
な
ど
の
西

洋
文
化
を
都
市
に
持
ち
込
ん

だ
。
都
心
に
住
ん
で
い
た
人

だ
ち
か
、
震
災
を
境
に
移
り

住
む
こ
と
も
増
え
都
市
と
郊

外
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ

た
。
東
急
電
鉄
な
ど
の
鉄
道

網
の
発
達
も
あ
っ
た
。

　
戦
後
は
、
ハ
ー
ド
ー
ソ
フ
ト

含
め
て
様
々
な
環
境
整
備
が

行
な
わ
れ
、
時
代
の
大
き
な

流
れ
の
中
で
、
自
動
車
と
歩

行
者
と
の
関
係
を
考
え
、

「
歩
行
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

と
い
う
考
え
方
が
出
て
き

た
。

　
そ
の
土
地
を
知
る
こ
と
、

好
き
に
な
る
こ
と
、
そ
こ
か

ら
見
え
て
来
る
ま
ち
の
宝

を
、
み
ん
な
で
探
し
て
い
く

最
初
は
簡
単
な
質
問
か
ら
入

り
、
車
に
関
す
る
こ
と
は
最

後
に
聞
い
た
。
併
せ
て
観
察

調
遡
を
行
い
、
車
と
す
れ

違
っ
た
入
玉
５
９
人
）
と
そ

う
で
な
い
入
（
３
４
２
入
）

で
、
回
答
に
ど
の
よ
う
な
差

異
か
見
ら
れ
る
か
検
証
し
へ

　
心
理
学
で
は
グ
ル
ー
プ
分

け
を
行
い
、
結
果
を
見
る
こ

と
が
多
い
。
各
設
問
に
つ
い

て
、
車
の
干
渉
か
無
い
方
が

’
歩
き
や
す
い
」
「
道
の
雰
囲

気
が
良
い
」
「
歩
い
て
楽
し

い
」
と
言
う
割
合
が
高
く
、
車

の
干
渉
の
有
無
が
歩
行
者
に

何
ら
か
の
影
響
が
あ
る
こ
と

か
分
か
る
。
こ
の
影
響
は
、
歩

行
者
天
国
と
非
歩
行
者
天
国

の
歩
行
者
に
つ
い
て
も
同
様

に
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
歩
行
者
天
国
の
延
長

に
は
賛
成
が
大
多
数
で
あ
り
、

潜
在
意
識
と
し
て
車
の
干
渉

か
無
い
方
が
「
楽
し
い
」
『
歩

こ
と
か
大
事
な
の
で
は
な
い

か
。
　
街
に
は
数
多
く
の
未
発
陥

の
魅
力
が
あ
り
、
そ
れ
が
泥

だ
ら
け
に
な
っ
て
、
埋
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
気
づ
け
る

か
ど
う
か
が
非
常
に
大
切
で

あ
る
。
気
づ
い
た
と
こ
ろ
が

生
き
残
っ
て
い
く
。
住
民
に

と
っ
て
は
当
た
り
前
の
も
の

で
も
、
来
訪
者
か
ら
見
る
と

特
別
な
こ
と
も
あ
る
。
阻
れ

た
魅
力
を
見
つ
け
る
こ
と
も

才
能
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。

　
自
由
が
丘
の
ま
ち
を
取
材

し
て
良
か
っ
た
こ
と
と
し
て

『
人
の
韻
が
見
え
た
こ
と
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
お
互
い
の
韻

か
見
え
る
関
係
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
で
、
自
由
が
丘
ら

し
さ
を
保
つ
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
商
店
街
同
士

き
や
す
い
」
「
感
じ
か
い
い
」

と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
と
め
る
と
、
自
動
車
の

流
入
規
制
を
お
こ
な
う
こ
と

で
、
来
防
音
や
売
り
上
げ
が

増
加
し
、
街
の
活
性
化
に
つ

な
が
汽
人
の
心
理
的
な
影

響
と
し
て
「
歩
き
や
す
く
、

街
の
雰
囲
気
が
良
く
、
楽
し

い
」
と
い
う
意
識
を
持
た
せ

る
こ
と
か
で
き
る
。

　
自
動
車
の
流
入
規
制
は
、

京
都
を
初
め
、
日
本
全
国
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
．
昏

は
「
車
と
の
付
き
合
い
方
」

を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
調

査
の
結
果
な
ど
、
事
実
を
き

ち
ん
と
伝
え
て
い
き
、
街
の

あ
り
方
を
考
え
る
場
合
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
れ
ぱ
と
思

で
競
争
し
つ
つ
も
、
早
い
時

期
か
ら
振
興
組
合
が
あ
っ
た

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や

ご
み
減
量
に
関
す
る
取
り
組

み
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設

置
、
社
会
実
験
な
ど
先
進
的

な
取
り
組
み
が
数
多
く
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
豊
か
な

関
係
性
に
基
づ
い
て
い
る
か

ら
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
と
思

う
。
お
た
が
い
の
顔
を
知
っ

て
大
事
に
す
る
こ
と
、
ま
ち

の
成
り
立
ち
や
由
来
を
知
る

こ
と
、
隠
れ
た
魅
力
に
気
づ

き
そ
れ
を
磨
い
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
ひ
と
の
「
意
志
」

を
知
る
こ
と
等
を
大
切
に
し
、

ｉ
い
の
関
係
匯
を
大
ｊ
に
し
て
い

く
こ
と
が
、
ｇ
隋
す
ぺ
き
街
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
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自由が丘の埋炭を矢ﾛる●罵罰四

江間章子女史

　　　　江間卓子先生は皆さんご存知の「夏の５い出」を
　
　
－

’
‐
ｊ
’
ｙ
で
‘
；
ｔつ

作詞された先生です，

　夏の思い出」どんな詩？ そう、夏が来れば思い出す

　　　はるかな尾瀬青い空

　　　　昭和２４年ＮＨＫで発表された素靖らしい歌です。作曲は４めだかの

がっこう本ちいさい秋みつけたなどを作られた中田善直先生です，

　その他に、團伊玖眉先生と「花の街」など多数の作品を残していらっしやいます，

　先生の詩は愛、自然、優しさを感じさせる素堵らしい詩です。先生のお人柄が表れて

います｡尾山台にお住まいの頃、自由か丘文化村の集いによくお顔を見せ、昭和３１年

白山ｹ丘商店連合会(商店新派興組合の蔚身)の葉書アンケー

トにもf自由が丘はほんとうに好きな町です,静かで､明るい

からでしょう。映画を見て､外に出ても､あまり疲れた感じが

しないのも､町全体のせいからくるものでしょう｡ただひとつ、

自由か丘駅､大井町線との乗り替えのあたりか､むしろ地下道

だったらいいとおもいます云々｣と回答を寄せられています。

自由が丘を愛した先生のお気持ちを大切にしたいものです。

　先生は大正2年新潟県高田市原上越市)にお生まれになりま

したが、ご尊父の逝去後、大正４年に平舘村{現岩手県ハ幡平

　
勺
ド
弧
ぐ
Ｊ
ｊ
μ
・
・

齢
財
紅
鮭
訟
匙
恥
が

市）のご母堂の実家に移住しました｡大正１４年に静岡県に移り静岡高等女学校に入学、

昭和５年駿河台女学院に入学､そして昭和２４年人々の心をとらえた、あの名曲「夏の

思い出JをＮＨＫで発表されました，

平成4年世田谷区名誉区民､弑持岩我甜I咽ﾊ斟桃誉町民篤伺,祓I締餌鉛品賤誉村鯖一号

乎成□年３月９１才で私たちの心に愛と優しさを教え天国へ旅立たれました，

i｀゜ss･･●●●●s■●s●●s■■●■■■■■■■■

E　自由が丘の新しい仲間たち

大変ご好評を頂いている文化村その4は、
　　自然を褒した文化人弧間章子、小組源太郎　海老沢佳重

　　　　小絲源太郎画伯

’
’

″

ｌ
ｌ

’
’
゛
ら
ｒ言

　小組画伯も当時の文化村の村民のお一人でした,本名は小糸深太郎で､明

治20年下谷区上野元黒門町(台東区上野池之端)の江戸時代創業の老舗料理

屋｢揚出し｣に生れました｡画伯を洋画の世界へ導

いたのは､17才のとき日本洋画壇の最高峰のお一

人であった藤島武ニの作品に魅せられ画家を志した

そうです｡東京美術学校(唄東京芸術大学)金工科に

入学‥在学中(明治43年)に第4回文展で初入選

しました,明治４４年卒業後西洋画科に再入学,そ

　　　　の後文展、日展に数多く出品いたし

ました｡昭和初期の作品は､細害描写

による静物画を主としていました。

先生の作品は身近な物、その時々の

景色の流れを情緒的に表し、円熟し

た画風を見せています。田園調布の

藤原写真鯉所蔵

風景を描いた「春雪］は言か残る銀杏並木を蓬莱公園から駅を描いた名作です。また、バ

ンジーは静物作品の中でも大変有名な画題です。当時藤原写真館の故･藤原正先生と親交

かおありになった画伯は､バンジーの絵を進呈したそうです｡今でもその絵は、ご子息藤

原洋平先生が､大事に保管されています。こんな素靖らしい先生たちが築き上げた自由か

丘は素晴らしい街です｡小結画伯の作品は､東京国立近代美術館､東京都現代美術館等､全

国の美術館に収められております。

　昭和２９年日本芸術院宣受賞，昭和３４年芸術院会員。唄口40年文化勲章受賞。昭和

５３年90才で逝去。風土､風物を愛し情緒豊かに描いた昭和の巨匠は風になりました，

　　　　　　　　　　お二人の肖像画は須山計一画ｲ白酒（自由書房･田中汲氏即
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：ぶマジョルカ島.そんな海辺のカフエをイメージした店内は

Ｉのんびりとわいわいとゆったりと過ごせますお奨めは魚貝

・顕たっぷりのシーフードバエリア(何とｙ１８９０)です。
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：ほしのあきでおなじみのバストアップ専門サロン

店舗ﾃﾞｻﾞｲﾅｰであるｵｰﾅｰが手がけたﾘｿﾞｰﾄ風な内茜

様々な文化方咬わる素朴でのどかなスペインの沖合いに浮か

ka　　j　－＝　　　　・＝

・バストを大きくしたいけど､手術に｢ま抵抗のある方にお奨めのサロ，

１ンです｡光による施術で､バストだけを太らせるバストUP法やリ

１ンバマッサージでiは泉を刺激してバストの栄養不足解消などバス
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医食同源をテーマにした新時代薬局

医薬品もありますが､ここのお奨めは､有機野菜を使い､その

場刻乍るオリジナルシェイクです｡厳選された新鮮野ゑ自妖

食品､化粧品､オーガニンク雑貨も販売しています，

２Ｆではホールフードの料理教室も開催されています。
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らしてるそうです。　　　　　　　:l石冊二心岫涵屁云４八石ヽiす。：

　　　　　｜　　｜＿＿＿．＿＿　｜　　　｜　　　　｜

ﾄ専門店です｡授乳後の方か大勢いらしてるそうです。
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